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2005 年の京都府全体におけるその額は 733 億円で















の 86.1％を占める 1,948 戸となっている。いずれ
























京都府 28,857 21,172 21,678




京都府 23,850 19,765 21,226




京都府 27,658 16,988 17,163




京都府 95.8 80.2 79.1




京都府 13,977 10,069 10,630
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家数は，南丹市が 30 戸，旧八木町が 15 戸であり，
いずれも 2010 年よりも⚒倍以上多かった。飼養農















の，その⚑戸当たり飼養頭数は 1980 年 19.4 頭→







































総工費は 10 億 9,197 万円で，内訳は国の補助金が
⚖億 3,331 万円，府の補助金が 2,840 万円，町費が
⚔億 3,026 万円となっている。
その後，乳牛飼養農家の⚑戸当たり飼養頭数は，
1995 年 28.5 頭→2000 年 34.5 頭→2005 年 44.9 頭












る。完成は 2001 年であった。総工費は⚖億 3,180
万円で，内訳は国の補助金が⚓億 9,170 万円，府の
































8,000 t，豚ふん尿が約 1,200 t，おからが約 1,800 t
となっており，圧倒的に多いのは牛ふんである。ま
た，これらの 1 t 当たり買い取り価格に関しては，



















は 70 kw型が⚒台，80 kw型が⚑台，合計⚓台設置
されており，これらを稼働させて⚑日当たり 5,058




における 1 kw 当たりの売却単価は 8.27 円であっ
た。



















































































































ントは建設費⚘億 4,275 万円をかけて 2006 年⚓月
から 2007 年⚘月までに完成させたもので，現在稼
動している（これ以外に機械購入費⚑億 5,410 万円，
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表 2 鹿追町共同バイオガスプラント施設概要




③ 殺菌槽 100 m3×2槽
④ 貯留槽 6,231 m3×2槽＋1




⑦ ガス蒸気ボイラー 1,000 kg/h
⑧ ガス温水ボイラー 100,000 kcal×3 基
⑨ ガスフレア 100 m3/h
⑩ 1 日投入原料
乳牛ふん尿 85.8 t
敷料等 4 t 車両洗浄水 5 t
⑪ 最大処理能力 94.8 t/日


































2007 年度 24,312 1,031,300 1,202,532 745,715 456,817 2,688
2008 年度 23,834 1,063,200 1,364,226 738,779 625,447 3,050
2009 年度 29,565 1,108,274 1,673,156 803,164 869,992 3,741
2010 年度 31,172 1,213,177 1,332,555 813,319 519,236 2,976
2011 年度 33,914 1,302,684 2,157,267 987,780 1,169,487 4,824




科目 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度
利用料金 8,500 8,753 12,040 11,906 14,597 18,161 15,375
消化液散布 4,503 9,077 11,338 14,810 14,007 14,115 15,156
消化液製品 2,158 2,037 2,008 2,102
下水汚泥 3,888 4,566 4,047 3,789 3,619 4,536 4,653
売電料金 3,540 4,945 6,489 3,560 8,499 6,572 46,350
グリーン電力 435 798 0 100
動植物残さ 2,414 5,366 24,064 2,813 3,399
生ゴミ処理 2,062 2,027 2,023 2,067 1,934
合計 20,431 27,341 38,390 44,051 69,644 50,272 89,069
支出
科目 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度
人件費 8,860 9,514 12,556 12,847 13,161 13,511 15,156
需要費 7,793 12,777 19,944 23,778 28,801 32,638 42,446
委託料 280 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,575
その他 860 800 965 883 1,579 11,724 2,289
減価償却Ⅰ 29,001 29,001 29,001 29,001 29,001 29,001 29,001
減価償却Ⅱ 6,074 6,074 6,074 6,074 6,074 6,074 6,074
合計Ⅰ 46,794 53,592 63,966 68,009 74,042 88,374 90,467
合計Ⅱ 23,867 30,665 41,039 45,082 51,115 65,447 67,540
収支差引Ⅰ －26,363 －26,251 －25,576 －23,958 －4,398 －38,102 －1,398
収支差引Ⅱ －3,436 －3,324 －2,649 －1,031 18,529 －15,175 21,529










































































おいて，養豚 17,700 頭（11 戸），乳用牛 6,600 頭（38
































円/100 kg，事業所ごみ 400 円/100 kg，食品加工残





























電量は，表⚖に示されるように，年間約 176 万 kWh
である。このうち，売電力量は約 34 万 KWh とわ
ずかであり，施設の電力使用量は 164 万 kWh もあ
る。金額にすると，概算で電力販売額は 400 万円弱
で，電力購入 200 万円程度であった。固定価格買取
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表 5 バイオマス資源の受入状況 （t)
種類／年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度
家庭系生ごみ 2,964 3,512 3,462 3,386 3,111 3,125 3,082
事業系ごみ 1,820 2,172 2,482 2,830 2,601 2,852 2,732
豚ふん尿 8,078 7,346 7,667 7,685 7,530 7,470 7,047
農業集落排水汚泥 1,166 1,287 1,331 1,357 1,381 1,436 1,491
食品加工残さ 679 2,160 4,351 4,621 5,128 4,632 4,887
計 14,707 16,477 19,293 19,879 19,751 19,515 19,239
資料：中央畜産会⽛畜産環境保全指導事例集⽜および日田市バイオマス資源化センター資料より作成
制度の適用の効果として，概算で総発電量のうち
20％が消費電力とし，150 万 kWh 程度を販売する
と約 6,000 万円の売上げで，購入電力は 2,400 万円
程度となる見込みである。電力の売買による利益









取り時点（2013 年 12 月）での課題を以下の⚓点で
あった。第一に，処理した消化液の利用の問題であ
る。消化液は，年間 20,000 t 発生しているが，この
うち当初は 2,500 t を液肥として利用する計画で
あった。実際は液肥としての利用が少なく，わずか
300 t 程度にすぎない。そのため，2,200 t 程度を浄
化処理して下水へ放流している。消化液の利用にお
いて，⚓年間の試行により配布を行ったところ，運
搬に 1 t あたり 1,500 円の費用がかかった。一方で
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表 6 発電量および電力使用量 （kWh)
項目／年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度
総発電量 1,141,355 1,682,991 1,812,058 1,785,188 1,926,219 1,708,563 1,762,959
施設使用量 1,871,074 2,082,625 2,128,580 1,643,712 1,689,884 1,688,901 1,643,318
売電力量 18,564 115,308 184,632 284,532 362,616 248,041 335,268
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